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こ
の
調
査
は
、食
品
関
係
企
業
の
景

況
動
向
な
ど
を
調
査
す
る
も
の
で
、一
九

九
七
年
よ
り
全
国
の
約
七
〇
〇
〇
社
の

企
業
を
対
象
に
年
二
回
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、二
〇
一
四
年
下
半
期（
二
〇

一
五
年
一
月
一
日
時
点
）の
景
況
感
と
共

に
、製
商
品
の
志
向
、Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
上
半
期
は
二・八
ポ
イ
ン
ト
改
善

　

景
況
Ｄ
Ｉ（
売
上
高
、経
常
利
益
、資

金
繰
り
の
各
Ｄ
Ｉ
の
平
均
で
、景
況
感
を

示
す
景
況
動
向
指
数
）は
、前
回（
二
〇
一

四
年
上
半
期
）調
査
よ
り
四
・
四
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
マ
イ
ナ
ス
七
・
三
と
な
り
、三

半
期
続
い
て
い
た
改
善
傾
向
が
足
踏
み

状
態
と
な
り
ま
し
た（
図
１
）。

　

こ
れ
は
、前
回
調
査
に
比
べ
、売
上
高

Ｄ
Ｉ
が
九
・
六
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
マ
イ
ナ

ス
〇・四
に
、経
常
利
益
Ｄ
Ｉ
が
二・七
ポ

イ
ン
ト
低
下
し
マ
イ
ナ
ス
一
三
・
〇
に
、

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
が
一
・
二
ポ
イ
ン
ト
低
下

し
マ
イ
ナ
ス
八
・
六
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
ま
す
。

　

な
お
、先
行
き
一
五
年
上
半
期
に
つ
い

て
は
、資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
は
さ
ら
に
一
・
二

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
マ
イ
ナ
ス
九
・
八
と
な

る
も
の
の
、売
上
高
Ｄ
Ｉ
が
五
・
一
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
四
・
七
と
プ
ラ
ス
に
転
じ
、

経
常
利
益
Ｄ
Ｉ
も
四
・五
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
マ
イ
ナ
ス
八
・
五
に
な
る
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

先
行
き
一
五
年
上
半
期
の
景
況
Ｄ
Ｉ

は
二
・
八
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
マ
イ
ナ
ス

四
・
五
と
改
善
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
仕
入
価
格
Ｄ
Ｉ
は
高
い
プ
ラ
ス
が
続
く

　

仕
入
価
格
Ｄ
Ｉ
は
、前
回
調
査
よ
り

二
・
六
ポ
イ
ン
ト
低
下
な
が
ら
六
一
・
二

と
依
然
と
し
て
高
い
プ
ラ
ス
値
を
維
持

し
て
い
ま
す
。原
材
料
な
ど
の
仕
入
価
格

の
上
昇
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す（
図
２
）。

　

先
行
き
二
〇
一
五
年
上
半
期
で
は
六
・

七
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
五
四
・
五
と
な
る
も

の
の
、依
然
と
し
て
高
い
プ
ラ
ス
値
で
あ

る
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
仕
入
価
格
が
上

昇
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

円
安
傾
向
が
続
き
、今
後
も
輸
入
原

材
料
費
の
高
騰
な
ど
が
影
響
し
て
く
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

販
売
価
格
Ｄ
Ｉ
は
五・七
ポ
イ
ン
ト
低

下
な
が
ら
一
三
・
〇
と
プ
ラ
ス
値
を
維
持

し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、販
売
数
量
Ｄ
Ｉ
は
一
・
〇
ポ

イ
ン
ト
低
下
し
マ
イ
ナ
ス
三
・
三
と
な
り

ま
し
た
。消
費
税
率
や
製
商
品
価
格
の

引
き
上
げ
な
ど
が
反
映
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

先
行
き
一
五
年
上
半
期
で
は
、販
売

価
格
Ｄ
Ｉ
が
二
・
七
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
一

五・七
と
プ
ラ
ス
値
を
維
持
し
、か
つ
、販

売
数
量
Ｄ
Ｉ
も
四
・
四
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
て
一
・
一
と
プ
ラ
ス
値
に
転
じ
て
い
ま

す
。

　

販
売
価
格
は
上
昇
す
る
が
、販
売
数

量
も
増
加
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す（
図
3
）。

　

雇
用
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、前
回
調
査
よ
り

も
八
・
七
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
二
三
・
二

と
な
り
、雇
用
の
不
足
感
が
さ
ら
に
拡
大

す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
行
き
一
五
年
上
半
期
で
は
、一
・
四

ポ
イ
ン
ト
低
下
す
る
も
の
の
二
一
・
八
と

高
い
プ
ラ
ス
値
の
ま
ま
で
、雇
用
の
不
足

感
は
依
然
と
し
て
高
い
見
通
し
で
す（
図

4
）。

　

設
備
投
資
Ｄ
Ｉ（
二
〇
一
四
年
下
半
期

時
点
で
の
一
五
年
通
年
の
設
備
投
資
額

の
見
通
し
）は
、前
回
調
査
に
比
べ
四・六

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
マ
イ
ナ
ス
一
・
三
と
三

半
期
続
い
た
プ
ラ
ス
値
か
ら
マ
イ
ナ
ス

値
に
転
じ
ま
し
た
。

　

〇
八
年
か
ら
改
善
傾
向
が
続
い
て
き

た
設
備
投
資
環
境
に
停
滞
感
が
見
ら
れ

る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
５
）。

　
増
加
に
転
じ
た「
安
全
」

　

仕
入
れ
価
格
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
コ

ス
ト
高
の
傾
向
が
続
く
中
で
、食
品
関

係
企
業
に
と
っ
て
今
後
の
主
力
と
な
る

製
商
品
の
開
発
戦
略
を
ど
の
よ
う
な
方

向
に
持
っ
て
い
く
か
は
重
要
な
経
営
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

　

そ
こ
で
、今
後
伸
び
る
製
商
品
の
志

向
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
低
価
格
」

志
向
が
前
回
調
査
よ
り
一・
八
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
二
三
・
四
％
と
な
り
、引
き
続
き

食品産業景況は
先行き改善見通し
HACCP導入に
資金負担が問題

食品産業の景況感を示す景況ＤＩは、2014年下半期
の足踏み状態から、先行き15年上半期は景況ＤＩが
改善する見込みとなっています。

日本 政 策 金 融 公 庫 ◦ 農 林 水 産 事 業

Report on research

情報戦略レポート
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―2014年下半期 食品産業動向調査―
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図１　景況ＤＩ（食品産業、製造業）および日銀短観の推移

図２　仕入れ価格ＤＩの推移

図３　販売価格ＤＩおよび販売数量ＤＩの推移
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図６　今後伸びる製商品の志向（２つまで回答）
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し
か
し
な
が
ら
、五
二
・
九
％
と
半
数

以
上
の
食
品
製
造
業
で
は
、Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

を「
導
入
し
て
い
な
い
」と
い
う
衛
生
管

理
の
高
度
化
へ
の
取
り
組
み
の
低
さ
が

見
ら
れ
る
結
果
と
も
い
え
ま
す
。

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
時
に
問
題
と
な
っ

た
、も
し
く
は
問
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る

事
項
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
施
設

や
設
備
の
整
備
に
か
か
る
資
金
」が
六

〇・六
％
と
最
も
多
く
、次
い
で「
導
入
ま

で
に
か
か
る
費
用
」が
四
二
・
八
％
、「
導

入
後
に
か
か
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
記
録

管
理
の
コ
ス
ト
」が
三
八
・
一
％
と
な
り

ま
し
た
。圧
倒
的
に
資
金
負
担
面
が
問

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た（
図
８
）。

　

食
品
の
卸
売
業
と
小
売
業
お
よ
び
飲

食
業
で
、食
品
を
仕
入
れ
る
に
当
た
り
、

そ
の
食
品
の
製
造
企
業
が
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

を
導
入
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
考
慮
す

る
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
検
討
材
料
の

一
つ
と
す
る
」が
五
四
・
二
％
、「
導
入
の

仕
入
先
を
優
先
す
る
」が
八
・
八
％
、「
導

入
を
必
須
と
す
る
」が
二
・
四
％
で
し
た
。

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
六
五
・
四
％
と
な

り
、七
割
弱
の
企
業
が
食
品
の
仕
入
れ
に

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
を
考
慮
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た（
図
９
）。

　

今
後
、食
品
関
係
企
業
の
景
況
感
の

改
善
と
共
に
海
外
へ
の
積
極
的
な
輸
出

や
海
外
展
開
を
進
め
る
動
き
が
強
ま
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、Ｅ
Ｕ（
欧
州

連
合
）な
ど
へ
の
食
品
輸
出
に
は
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
に
際
し

て
資
金
の
負
担
を
ど
う
改
善
す
る
か
な

ど
、今
後
に
課
題
を
残
し
た
形
と
い
え
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
情
報
企
画
部　

澤
野 

敬
一
）

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た（
図
６
）。

　
一
方
で
、「
低
価
格
」と
同
じ
よ
う
に
減

少
傾
向
に
あ
っ
た「
安
全
」が
一
転
し
て

五
・
三
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
五
二
・
二
％
と

な
り
ま
し
た
。ま
た
、「
国
産
」は
引
き
続

き
増
加
傾
向
に
あ
り
、一
・
二
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
一
五
・
八
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、期
限
切
れ
中
国
産
鶏
肉

の
使
用
問
題
や
異
物
混
入
問
題
な
ど
食

の
安
全
・
安
心
を
め
ぐ
る
出
来
事
が
影

響
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
低
い
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
取
り
組
み

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
は
、一
九
六
〇
年
代
に

米
国
で
開
発
さ
れ
た
食
品
の
衛
生
管
理

手
法
で
、原
材
料
の
受
け
入
れ
か
ら
最

終
製
品
ま
で
の
全
工
程
に
お
い
て
、あ
ら

か
じ
め
、危
害
要
因
を
分
析
し
、危
害
の

防
止
に
つ
な
が
る
特
に
重
要
な
工
程
を

継
続
的
に
監
視
し
、記
録
す
る
工
程
管

理
シ
ス
テ
ム
で
す
。日
本
で
は
九
八
年
に

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
支
援
法
」が
制
定
さ
れ
、導

入
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
品
製
造
業
で
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
取

り
組
み
状
況
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、三
五
・

四
％
が「
導
入
し
て
い
る
」と
回
答
し
ま

し
た
。ま
た
、「
導
入
を
予
定
し
て
い
る
」

が
一
一
・
七
％
で
、こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る

と
、食
品
製
造
業
の
四
七
・
一
％
が
積
極

的
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た（
図
７
）。

［
調
査
要
領
］

⃝

調
査
時
点
：
二
〇
一
五
年
一
月
一
日

⃝

調
査
方
法
：
郵
送
に
よ
り
調
査
票
を
配
布
し
、

郵
送
で
回
収

⃝

調
査
対
象
：
公
庫
お
客
さ
ま
を
含
む
全
国
の

食
品
関
係
企
業（
製
造
業
、卸
売
業
、小
売
業
、

飲
食
業
）七
一
七
八
社

⃝

有
効
回
収
数
：
二
五
四
七
社（
回
収
率
三
五
・

五
％
）

　

う
ち
、製
造
業
一
六
六
一
社
、卸
売
業
五
九
七

社
、小
売
業
二
二
四
社
、飲
食
業
六
五
社

図８　食品製造業でHACCP導入時に問題となった、もしくは問題になると思 
　　　われる事項（複数回答）

図７　食品製造業におけるHACCPの導入状況

図９　食品の仕入れでのＨＡＣＣＰ導入の必要性
　　　（食品卸売業、食品小売業、飲食業）
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